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昨
年
12
月
17
日
、
Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
本
所
２
階
会
議
室
で
第
３

回
Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
臨
時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
秋
に
開
催
し
た
地
区
別
懇
談
会
で
の
内
容
を
踏
ま
え
、
主

に
賦
課
金
と
料
金
料
率
の
一
部
変
更
に
関
す
る
議
案
が
審
議
さ
れ
、

書
面
議
決
を
中
心
に
組
合
員
467
名
（
本
人
33
名
、
委
託
３
名
、
書
面

431
名
）
が
出
席
し
、
す
べ
て
の
議
案
が
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
賦
課
金
の
生
乳
出
荷
割
に
つ
い
て
上
限
を
設
定
し
た
点

や
、
人
工
授
精
業
務
の
料
金
改
定
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
、
多
く

の
ご
意
見
や
ご
要
望
も
頂
き
ま
し
た
。

　

組
合
長
は
「
各
国
の
関
税
撤
廃
の
交
渉
や
信
用
事
業
収
益
の
低
下
で
先
行

き
が
不
透
明
な
時
代
の
中
で
も
、
今
あ
る
組
合
員
経
営
体
が
継
続
可
能
な
農

協
事
業
を
展
開
し
て
参
り
た
い
」
と
挨
拶
し
、
総
会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

第3回 臨時総会

第
３
回
Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
臨
時
総
会

　

Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
青
年
部
が
、
当
農
協
の
常
勤
理
事
お
よ
び
部

長
な
ど
の
管
理
職
と
の
懇
談
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

会
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
形
式
で
行
わ
れ
、
テ
ー
マ
と
し
て
「
外

部
委
託
に
よ
る
作
業
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
」
や
「
農
家
の
担
い

手
お
よ
び
職
員
の
人
材
確
保
に
つ
い
て
」
話
合
い
、
農
協
と
青
年

部
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
考
え
を
伝
え
て
お
り
ま
し
た
。

　

懇
談
会
は
毎
年
行

わ
れ
て
お
り
、
今
年

度
は
令
和
元
年
11
月

29
日
（
金
）
に
開
催

さ
れ
Ｊ
Ａ
役
職
員
11

名
、
青
年
部
９
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

青
年
部
と
常
勤
役
員
と
の
懇
談
会

青年部べつかい支部



3

　

12
月
の
４
日
間
、
昨
年
に
引
き
続
き
常
勤
役
員
と
女
性
部
員
及

び
女
性
農
業
者
と
の
懇
談
会
を
４
支
所
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
で
は
女
性
の
Ｊ
Ａ
運
営
参
画
に
向
け
て
取
り
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
令
和
４
年
度
か
ら
女
性
役
員
の
登
用
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
参
加
者
か
ら
は
理
事
、
監
事
の
職
務
内
容
、
出
役
頻

度
、
選
出
方
法
な
ど
様
々
な
質
問
が
出
さ
れ
、
女
性
が
外
に
出
る

に
は
男
性
の
理
解
が
不
可
欠
と
の
意
見
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
労
働
環
境
や
防
疫
に
関
わ
る
ご
意
見
、
生
活
店
舗
や
資
材
店
舗
に

係
る
ご
要
望
な
ど
多
岐
に
亘
り
、
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

女
性
の
視
点
で
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
Ｊ
Ａ
運
営
に
反
映
さ
せ
る
べ
く
、

改
善
・
検
討
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

今
後
も
定
期
的
に
開
催
す

る
予
定
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
参
加
下
さ
い
。

女性向け懇談会
女
性
の
Ｊ
Ａ
運
営
参
画
へ

　

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
酪
農
女
性
研
修
会
で
す
が
、
今
年
は

「
乳
牛
の
蹄
病
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
獣
医
師　

村

上
綾
子
氏
に
講
師
を
依
頼
し
開
催
し
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
根
室
診
療
所
に
お
け
る
蹄
病
の
発
症
数
は
、
削
蹄

師
に
よ
る
治
療
も
あ
る
た
め
比
較
的
少
な
い
で
す
が
、
研
修
で
は

病
気
の
発
見
の
ポ
イ
ン
ト
や
病
気
の
種
類
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

乳
牛
の
歩
行
動
画
を
見
な
が
ら
、
ど
の
足
が
痛
い
の
か
ク
イ
ズ
形

式
に
し
て
、
解
説
を
し
て
も
ら
い
な
が
ら
進
め
ま
し
た
。
研
修
終
了
後
に
は

昼
食
を
と
り
な
が
ら
、
個
々
の
質
問
や
体
験
談
も
交
え
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

ど
う
し
て
も
判
断
に
困
っ
た
ら
す
ぐ
に
連
絡
し
、
早
め
の
処
置
を
心
掛
け
る

よ
う
教
わ
り
研
修
は
終
了
し
ま
し
た
。

酪農女性研修会
乳
牛
の
蹄
病
に
つ
い
て

12月 3 日　 上春別支所　　10名
12月13日　 別 海 支 所　　 8 名
12月18日　 西春別支所　　 9 名
12月19日　 根 室 支 所　　11名

開 催 日 支 所 名 参加人数
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　11月6日から12月6日の日程で、審査員に北海道ホルスタイン農業協同組合より、小泉俊裕審査員を
迎え、令和元年度後期（A日程）体型調査及び牛群審査が行われました。
　牛群審査については、別海支所・酒井保幸氏所有「グローリーランド　ベツスリリー　ハツドリー」
号がEX93点、根室支所・中川佳代氏所有「センターランド　ルドルフ　フイーバー　ラバンガード」
号がEX91点、同じく中川佳代氏所有「センターランド　 マツトロイ　ボルトン」号と｢センターラン
ド　バロア　デイストライ｣号がEX90点（2E）を獲得しました。おめでとうございます。
　尚、後代検定体型調査については、調査結果はこれからの後継牛の選抜・淘汰に欠くことのできない
種雄牛評価値の貴重なデータとして活用される事となりますので、今後とも乳検への加入、後代検定精
液の利用ならびに、体型調査へのご協力をお願いいたします。
　今回、調査協力をいただきました生産者の皆様に感謝を申し上げ報告といたします。

後期Ａ日程体型調査・牛群審査終わる！！後期Ａ日程体型調査・牛群審査終わる！！

令和元年後期A日程牛群審査
決定得点EX牛一覧

グローリーランド　ベツスリリー　ハツドリー
センターランド　ルドルフ　フイーバー　ラバンガード
センターランド　マツトロイ　ボルトン
センターランド　バロア　デイストライ

200H3205
200H5630
29H11111
94H13666

07－00
06－03
11－08
08－03

酒井　保幸氏
中川　佳代氏
中川　佳代氏
中川　佳代氏

93
91
90
90

得点 名　　　　　　号 父略号 審査年齢 所有者

決定得点８７点以上牛一覧

センターランド　トリビユーダーハム　ピース
センターランド　Ｔ　アウトバウンド　アツトウツト
センターランド　テラソンカツト　アルマーニ
テリーグ　ブツケム　ベイビツト
グローリーランド　ベツスリリー　リユ
グリ－ンリバ－　プレシヤス　ガ－ド
トライデイ　ＭＣ　ノマド
マラソン　ブルー　ウインド　フイーバー
エクセルランド　　マーシヤル　　スパークリング
マツクスデーリイ　ダブルスター　ブラツド
ローズ　アモン　テレサ
センターランド　メイリー　シンコ　ブラツクス
センターランド　ダンデイー　ミルトン　ルビコン
センターランド　サンチエス　ブロカウ
センターランド　チヤンピオン　ツー　ダンデイー
ダイアリー　ＦＦ　デイフエム　ミミ　ＥＴ
リ－プリング　ＭＦ　オリ－ブ　メリル
マラソン　ＡＳ　ジエシカ
マツト　ＳＲ　フイーバー
デ　コール　ライブリー　ダーハム　ジユリアン　ＥＴ
フエイアーク　ＡＳ　シド
スピリツト　バツクスター　ホワイトブラウラー
マツクスデーリイ　ゴールドクイーン　ジヨアナ
ビーチフアーム　アツトウツド　スクリーチ
ビーチフアーム　アフターシヨツク　アトリー

94H14758
7H10506
7H11703
7H10721
JP3H53999
200H5630
7H11477
200H3501
JP3H53999
7H10999
JP5H54851
52850
56207
7H11118
94H10276
7H11926
7H12266
200H5592
200H5592
7H10920
94H14105
200H5929
7H10920
7H10506
94H14105

06－07
05－10
04－11
04－07
05－10
05－11
04－05
04－04
04－11
04－07
04－03
06－11
06－01
07－02
04－01
04－05
04－02
05－05
05－02
04－10
04－10
05－09
04－04
05－06
04－09

中川　佳代氏
中川　佳代氏
中川　佳代氏
㈲オードリーファーム
酒井　保幸氏
今井　明郎氏
佐藤　正一氏
佐藤　正一氏
㈲武隈牧場
佐久間　勝氏
石橋　潤一氏
中川　佳代氏
中川　佳代氏
中川　佳代氏
中川　佳代氏
㈱Diary Holsteins
㈱ﾘｰﾌﾟﾘﾝｸﾞﾌｧｰﾑ
佐藤　正一氏
佐藤　正一氏
佐藤　正一氏
佐藤　正一氏
佐々木　信氏
佐久間　勝氏
大橋　武流氏
大橋　武流氏

89
89
89
88
88
88
88
88
88
88
88
88
88
88
88
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87

得点 名　　　　　　号 父略号 審査年齢 所有者

２歳８４点以上牛一覧

センターランド　ドレサン　レブミーアツプ 566H1231 02－10 中川　佳代氏84
得点 名　　　　　　号 父略号 審査年齢 所有者

（2E）
（2E）同点



5

グローリーランド ベツスリリー ハツドリーEX93点獲得！
昨年度に続き道東あさひEX93点獲得牛3頭目！

　令和元年度後期A日程牛群審査で、別海支所　酒井保幸氏所有の「グローリーランド　ベツスリリー 
ハツドリー」号 父:200H3205（ゴールドウイン）が決定得点EX93点（07－00）を獲得しました。お
めでとうございます。

　本牛は、共進会においても数多くの優秀な成績を収めており、特に平成28年春の北海道ブラック・ア

ンド・ホワイトショウにおいて、リザーブ・グランド・チャンピオン＆リザーブ・インターミディエイ

ト・チャンピオンと輝かしい成績を挙げています。さらに、今年の2019年北海道ホルスタインナショ

ナルショウでは、５回目の出場を果たし表彰されており、ＪＡ道東あさひでは初めての表彰となりました。

　現在７歳であり、今後共進会等での出品などあるかわかりませんが、数々の優秀な成績を収めてきた

この牛の血統を、後世に繋げていってほしいと思います。

平成25年度

平成27年度

平成28年度

平成29年度

平成30年度

2013根室ホルスタイン共進会
　１部１等１席
2015根室ホルスタイン共進会
　９部１等１席
平成28年北海道ブラック・アンド・ホワイトショウ
　リザーブグランドチャンピオン＆インターミディエイトチャンピオン
2016根室ホルスタイン共進会
　グランドチャンピオン＆インターミディエイトチャンピオン
平成29年根室ブラック・アンド・ホワイトショウ
　グランドチャンピオン＆シニアチャンピオン
2018根室ホルスタイン共進会
　グランドチャンピオン＆シニアチャンピオン

平成27年 6 月　85点（02－08）
平成28年 6 月　89点（03－07）
平成30年11月　92点（06－00）
令和元年 2 月　93点（08－00）

共進会での主な賞歴

牛群審査年齢別決定得点

（2016 北海道B＆Wショウ RGC）
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乳量

出荷月

出荷乳量の推移

12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月
25,000

26,000

27,000

28,000

29,000

30,000

31,000

32,000

1年度
30年度

22
資金借入
千円
440,295
425,568
103.5%
14,727
367,372
72,923

23
資金受入
千円

5,198,328
4,536,989
114.6%
661,339

2,307,131
2,891,197

収入合計
千円

預り員数

戸
1年
30年

1年　　　　　 30年

54,439,780
52,281,454
104.1%

2,158,326
47,903,433
6,536,347

預 り 額

千円

貸越員数

戸

貸 越 額

千円

差　　引

千円

60
租税負担金
千円

1,870,446
1,839,319
101.7%
31,127

1,906,464
－36,018

61
支払利息
千円
225,023
249,619
90.1%

－24,596
245,660
－20,637

その他62
経 営 費
千円

1,017,804
919,524
110.7%
98,280
832,298
185,506

農　　業
支 出 計
千円

36,305,336
35,036,881
103.6%

1,268,455
35,486,328
819,008

70
家 計 費
千円

5,371,995
4,885,396
110.0%
486,599

4,671,018
700,977

80
資金返済
千円

3,086,678
2,960,524
104.3%
126,154

2,977,464
109,214

81
共済貯金
千円

4,026,670
4,206,170
95.7%

－179,500
3,321,905
704,765

82
農業機械
千円
728,678
716,987
101.6%
11,691
294,412
434,266

83
その他支出
千円

1,826,878
1,553,724
117.6%
273,154
657,855
1,169,023

支出合計
千円

51,346,235
49,359,682
104.0%

1,986,553
47,408,982
3,937,253

事務費、傷害労災保険
その他増

固定生活費、灯油、租税
社会保険以外増

乳牛、土地購入
建物、その他増

積立貯金以外減長期借入金、リース料
その他増

22
資金借入
千円
855
814

105.1%
41

23
資金受入
千円
10,094
8,675

116.4%
1,419

収入合計
千円

預り員数

戸
462
471

1年
30年

1年　　　　　 30年
所得率　　　　23.5%　　　　23.9%
乳飼比　　　　38.7%　　　　38.7%
農業所得　　　21,606　　　　21,052

所得率　　　　23.5%　　　　23.9%
乳飼比　　　　38.7%　　　　38.7%

農業所得　11,127,021　 11,010,104

1年収支　3,093,545
30年収支　2,921,772
差　　額 　171,773

105,708
99,965
105.7%
5,744

預 り 額

千円
6,977
6,547

貸越員数

戸
53
52

貸越額

千円
2,528
3,275

60
租税負担金
千円
3,632
3,517

103.3%
115

61
支払利息
千円
437
477

91.5%
－40

その他62
経 営 費
千円
1,976
1,758

112.4%
218

農　　業
支 出 計
千円
70,496
66,992
105.2%
3,504

70
家 計 費
千円
10,431
9,341

111.7%
1,090

80
資金返済
千円
5,994
5,661

105.9%
333

81
共済貯金
千円
7,819
8,042
97.2%
－224

82
農業機械
千円
1,415
1,371

103.2%
44

83
その他支出
千円
3,547
2,971

119.4%
577

支出合計
千円
99,701
94,378
105.6%
5,323

462
471

3,223,289
3,083,660

53
52

134,006
170,302

3,089,283
2,913,358

－91年－30年 139,629 1 －36,296 175,925

66,835,561
92,282,688
148,820,183
49,587,498
357,525,930

合　　計
（102.1円/㎏）
（101.6円/㎏）
（102.0円/㎏）
（102.0円/㎏）
(101.9円/㎏）

【乳代単価】
5,687,036
7,825,793
12,877,181
4,398,798
30,788,808

8月

100.3%
99.2%
99.9%
102.2%
100.1%

5,439,679
7,517,567
12,461,939
4,270,966
29,690,151

9月

107.4%
117.5%
115.1%
116.0%
114.3%

5,502,583
7,701,631
12,597,470
4,341,479
30,143,163

10月

99.1%
101.6%
102.8%
106.1%
102.2%

5,269,493
7,418,438
12,113,231
4,133,560
28,934,722

64,897,636
91,636,487
148,577,511
49,077,362
354,188,996

（99.8円/㎏）
（99.4円/㎏）
（100.0円/㎏）
（100.2円/㎏）
(99.8円/㎏）

5,669,808
7,892,182
12,885,911
4,303,347
30,751,248

5,065,006
6,396,957
10,823,136
3,682,541
25,967,640

5,555,058
7,578,800
12,254,793
4,093,250
29,481,901

5,359,346
7,369,753
11,714,667
3,870,377
28,314,143

11月

98.3%
100.7%
103.4%
106.8%
102.2%

103.0%
100.7%
100.2%
101.0%
100.9%

（2.3円/㎏）
（2.2円/㎏）
（2.0円/㎏）
（1.8円/㎏）
（2.1円/㎏）

一戸平均…収支差額で前年比420千円
の増加となっております。

※全体を通じて、乳代、補
給金単価が堅調に推移した
事から、前年より良好に推
移しております。一方では
個体販売価格が下落基調で
ある事等から、今後とも営
農計画に基づいたクミカン
運用についてよろしくお願
い致します。

ＪＡ全体…生乳出荷量（H30年12月～R1年11月）は前年比100.9%、乳代単価（補給金含む）は2.1円/kg増の101.9
円/kg。収入全体では前年比104.1%（乳代単価の上昇等）。
　一方、支出全体については、農業支出が全般的に増加傾向にあり、前年比104.0%。収支差額においては、
前年比171,773千円の増加となっております。

※累計単価

1年収支　　6,007
30年収支　　5,587
差　　額　　　420

全般的に増
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令和1営農年度12月末クミカン実績（JA総計） 令和1営農年度実績

【JA全体】

【差額要因】

《収　入》

平成30－令和1年度差額

項目
年別　　

1年
30年
前年比
前年差額
1年計画
計画差額

01
生　　乳
千円

33,865,970
32,780,397
103.3%

1,085,573
33,794,811

71,159

02
補 給 金
千円

2,774,207
2,731,694
101.6%
42,513

2,811,807
－37,600

03
乳 用 牛
千円

2,807,517
2,966,670
94.6%

－159,153
2,695,849
111,668

04
肉 用 牛
千円

3,313,953
3,476,794
95.3%

－162,841
3,049,807
264,146

その他05
畜 産 物
千円
1,466
237

618.6%
1,229
10,200
－8,734

06
家畜共済
千円

1,526,868
1,414,508
107.9%
112,360
740,639
786,229

その他12
農 産 物
千円
288,004
257,835
111.7%
30,169
205,464
82,540

20
雑 収 入
千円

2,854,372
2,418,850
118.0%
435,522

1,806,490
1,047,882

農　　業
収 入 計
千円

47,432,357
46,046,985
103.0%

1,385,372
45,115,067
2,317,290

21
農外収入
千円

1,368,800
1,271,912
107.6%
96,888
113,863

1,254,937
初生♀、初妊牛、経産牛減、
F1初生♂♀、黒毛和種以外減

事業割戻金、
安定基金補填金以外増

資産処分、賃貸収入
その他増

【差額要因】

《支　出》
項目

年別　　

1年
30年
前年比
前年差額
1年計画
計画差額

50
労　　賃
千円

2,462,180
2,436,634
101.0%
25,546

2,791,409
－329,229

51
肥 料 費
千円

1,349,162
1,300,257
103.8%
48,905

1,367,764
－18,602

52
生産資材
千円

1,826,350
1,919,827
95.1%

－93,477
1,831,935
－5,585

53
水道光熱
千円

2,428,352
2,439,536
99.5%

－11,184
2,478,193
－49,841

54
飼 料 費
千円

14,195,627
13,727,815
103.4%
467,812

14,304,125
－108,498

55
養 畜 費
千円

2,445,498
2,289,431
106.8%
156,067

2,324,407
121,091

56
素 畜 費
千円
222,584
349,064
63.8%

－126,480
252,400
－29,816

57
農業共済
千円

1,438,259
1,427,697
100.7%
10,562

1,490,296
－52,037

58
賃料料金
千円

4,606,983
4,036,016
114.1%
570,967

3,872,427
734,556

59
修 理 費
千円

2,217,068
2,102,142
105.5%
114,926

1,788,950
428,118

土地資材以外増 水道、電気代
以外減

全般的に増 全般的に減全般的に減 利用組合費以外増 部品代以外増成牛、育成
その他増

給与、役員報酬増

【JA戸平均】

出荷乳量の推移（単位：㎏）

《収　入》
項目

年別　　

1年
30年
前年比
前年差額

01
生　　乳
千円
65,759
62,678
104.9%
3,082

02
補 給 金
千円
5,387
5,223

103.1%
164

03
乳 用 牛
千円
5,451
5,672
96.1%
－221

04
肉 用 牛
千円
6,435
6,648
96.8%
－213

その他05
畜 産 物
千円

3
0

0.0%
2

06
家畜共済
千円
2,965
2,705

109.6%
260

その他12
農 産 物
千円
559
493

113.4%
66

20
雑 収 入
千円
5,542
4,625

119.8%
918

農　　業
収 入 計
千円
92,102
88,044
104.6%
4,058

21
農外収入
千円
2,658
2,432

109.3%
226

《支　出》
項目

年別　　

1年
30年
前年比
前年差額

50
労　　賃
千円
4,781
4,659

102.6%
122

51
肥 料 費
千円
2,620
2,486

105.4%
134

52
生産資材
千円
3,546
3,671
96.6%
－124

53
水道光熱
千円
4,715
4,665

101.1%
51

54
飼 料 費
千円
27,564
26,248
105.0%
1,316

55
養 畜 費
千円
4,749
4,377

108.5%
371

56
素 畜 費
千円
432
667

64.8%
－235

57
農業共済
千円
2,793
2,730

102.3%
63

58
賃料料金
千円
8,946
7,717

115.9%
1,229

59
修 理 費
千円
4,305
4,019

107.1%
286

1年

上　春　別
西　春　別
別　　　海
根　　　室
合　　　計

……
……
……
……
……

5,594,188
7,670,503
12,224,136
3,990,571
29,479,398

12月
5,631,207
7,733,267
12,249,777
4,038,615
29,652,866

1月
5,135,711
7,061,896
10,974,414
3,609,833
26,781,854

2月
5,693,943
7,793,758
12,273,917
3,935,959
29,697,577

3月
5,484,762
7,564,100
11,942,754
3,840,681
28,832,297

4月
5,805,542
8,034,316
12,882,502
4,206,048
30,928,408

5月

30年

上　春　別
西　春　別
別　　　海
根　　　室
合　　　計

……
……
……
……
……

対比

上　春　別
西　春　別
別　　　海
根　　　室

……
……
……
……

105.6%
99.1%
97.2%
99.3%
99.5%

103.4%
98.2%
95.6%
97.9%
98.0%

103.7%
99.0%
95.2%
96.4%
97.9%

104.9%
98.6%
96.0%
95.9%
98.3%

103.6%
97.9%
97.3%
96.2%
98.4%

5,746,134
7,962,417
13,120,203
4,384,596
31,213,350

6月

103.5%
99.9%
101.0%
99.0%
100.9%

5,845,283
7,999,002
13,102,659
4,436,392
31,383,336

5,296,131
7,742,738
12,571,319
4,017,027
29,627,215

5,448,253
7,872,478
12,811,427
4,123,751
30,255,909

4,950,283
7,130,859
11,531,208
3,744,262
27,356,612

5,425,537
7,906,337
12,788,399
4,105,750
30,226,023

5,294,244
7,722,734
12,275,696
3,993,985
29,286,659

5,628,592
8,021,668
13,022,830
4,296,275
30,969,365

5,551,250
7,973,011
12,995,552
4,428,222
30,948,035

5,654,128
8,028,970
12,902,573
4,418,575
31,004,246

7月

103.4%
99.6%
101.6%
100.4%
101.2%

103.1%
100.2%
98.9%
97.9%
99.9%



後継牛確保のための
繁殖戦略について

表１　根室管内での判別精液利用と和牛交配の状況
　　　（根室生産連より）

表２　各精液・技術の特徴

　

近
年
の
生
乳
価
格
と
個
体
販

売
価
格
の
高
騰
に
よ
り
、
所
得

は
増
加
し
て
い
る
も
の
と
推
定

さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
今
後
の

価
格
が
ど
の
よ
う
に
推
移
す
る

か
は
不
透
明
な
状
況
で
す
。
こ

の
状
況
下
に
お
い
て
も
、
後
継

牛
を
十
分
に
確
保
す
る
こ
と
は

と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
特

に
施
設
投
資
に
よ
り
規
模
拡
大

を
図
っ
た
農
場
で
は
、
経
営
改

善
計
画
と
お
り
の
増
頭
を
確
実

に
実
践
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
後
継
牛
を
計

画
的
に
確
保
す
る
た
め
の
繁
殖

戦
略
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
す
。

１　

目
的
に
沿
っ
た
交
配
計
画
を
！

　

根
室
管
内
で
は
雌
雄
判
別
精

液
（
以
下
、
判
別
精
液
）
や
和

牛
精
液
の
利
用
が
増
加
し
て
い

ま
す
（
表
１
）。
ま
た
、
受
精
卵

移
植
技
術
（
以
下
、
Ｅ
Ｔ
）
が

向
上
す
る
な
ど
新
し
い
技
術
を

経
営
内
に
取
り
入
れ
て
い
る
農

場
も
増
え
て
い
ま
す
。
各
精
液

や
技
術
の
特
徴
は
表
２
の
と
お

り
で
す
。

　

目
標
と
す
る
頭
数
を
確
保
す

る
た
め
に
は
、
闇
雲
に
判
別
精

液
や
和
牛
精
液
・
受
精
卵
を
使

用
す
る
の
で
な
く
、
戦
略
的
に

増
殖
計
画
を
立
て
て
適
正
頭
数

を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
規
模
拡
大
中
で
あ
れ

ば
既
存
の
施
設
で
増
頭
分
を
管

理
で
き
る
か
、
預
託
を
利
用
す

る
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
（
写
真
１
）。
ま
た
、
和
牛
精

液
を
活
用
す
る
場
合
、
和
牛
精

液
を
付
け
す
ぎ
て
し
ま
い
後
継

牛
が
残
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も

実
際
に
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

２　

管
内
の
活
用
事
例
に
つ
い
て

　

管
内
で
判
別
精
液
と
和
牛
精

液
を
有
効
に
活
用
し
て
い
る
事

例
を
紹
介
し
ま
す
（
図
１
）。
各

農
場
を
比
較
し
や
す
く
す
る
た

め
に
、
頭
数
規
模
と
分
娩
間
隔

は
同
じ
条
件
に
統
一
し
て
い
ま

す
。

　

管
内
の
現
況
は
、
判
別
精
液

利
用
率
と
和
牛
交
配
率
（
Ｈ
28

年
）
を
用
い
て
、
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
種
の
雌
と
雄
、
Ｆ
１
・
Ｅ
Ｔ

幼
牛
の
頭
数
を
算
出
し
ま
し
た
。

　

規
模
拡
大
タ
イ
プ
で
は
、
頭

数
に
必
要
な
後
継
牛
を
判
別
精

液
を
活
用
し
確
保
し
や
す
く
し

て
い
ま
す
。
農
場
内
で
管
理
で

き
な
い
育
成
牛
は
、
町
営
育
成

牧
場
に
預
け
て
い
ま
す
。

　

個
体
販
売
有
利
タ
イ
プ
で
は
、

通
常
精
液
と
判
別
精
液
、
和
牛

精
液
の
３
種
類
を
う
ま
く
活
用

し
て
い
ま
す
。
経
産
牛
に
は
通

常
精
液
と
判
別
精
液
を
使
い
、

初
産
牛
に
判
別
精
液
と
和
牛
精

液
を
使
い
、
雌
子
牛
を
確
保
し

つ
つ
、
Ｆ
１
・
Ｅ
Ｔ
幼
牛
を
生

産
し
個
体
販
売
で
利
益
を
上
げ

て
い
ま
す
。

３　

ま
と
め

　

経
営
の
方
針
に
基
づ
い
た
精

液
や
授
精
方
法
の
選
択
に
よ
っ

て
、
搾
乳
牛
の
適
正
頭
数
を
確

保
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

繁
殖
戦
略
を
考
え
る
と
、
牛

群
に
残
す
牛
を
ど
こ
で
決
め
る

か
が
肝
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

受
胎
が
遅
れ
た
牛
を
長
く
農
場

に
残
し
た
場
合
、
過
肥
や
周
産

期
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
り
、

増
頭
・
更
新
計
画
に
支
障
が
出

て
し
ま
い
ま
す
。
農
場
内
で
必

要
な
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
雌
子
牛

の
頭
数
を
把
握
し
た
上
で
、
適

時
淘
汰
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

判別精液利用率（％）
和牛交配率（％）

1.4
14.2

H20年 H25年 H28年 H29年

6.7
18.3

12.9
22.7

12.6
24.8

通常精液

判別精液

雌の確率50％前後

雌の産み分けが90％

和牛精液
受精卵移植

生まれたF1、和牛で
付加価値

特　　徴精液・技術

写真１　旧牛舎をほ育施設に改造し
　　　　保有頭数を拡大

図１　根室管内の判別精液や和牛精液を活用した事例
　　　（経産牛100頭、分娩間隔400日の場合）

根室の現況 年間91頭分娩して、通常精液62％
判別精液13％
和牛精液25％

年間91頭分娩して、
通常精液50％
判別精液40％
和牛精液10％

ホル♀　　　　39頭
ホル♂　　　　29頭
F1・ET幼牛　　23頭

ホル♀　　　　56頭
ホル♂　　　　26頭
F1・ET幼牛　　9頭

規模拡大タイプ
年間91頭分娩して、
通常精液26％
判別精液34％
和牛精液40％

ホル♀　　　　40頭
ホル♂　　　　15頭
F1・ET幼牛　　36頭

個体販売有利タイプ
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農業における「働き方改革」を考える
酪農試験場　技術普及室　主任普及指導員　宮森　秀樹

１　「働き方改革」とは
　「少子高齢化に伴う生産年齢人口の減少」や「働くスタイルの多様化」などの課題・変化に対応していくために、国
は、「働き方改革」の方針をまとめ、2019年4月から働き方改革関連法案が一部施行され、大企業だけでなく中小企
業にとっても取り組むべき重要な経営課題の一つとして認知されてきています。
　農業においても、農水省が「農業の働き方改革」について経営者向けのガイドラインをまとめ、公表（2018年3月）
されています。
　「働き手の確保」や「農業を魅力ある職場にする」などの観点から、農業においてもその重要性は認識されてきてお
り、経営の大きさを問わず、法人経営でも家族経営でも、農業経営者としての意識改革が求められています。

２　農業における「働き方改革」を実現していくために

ステージ１　経営者が自ら働き方を見つめ直す
　　家族も含め従業員等と一緒に働くときには、経営者である自分の考えに賛同を得て、気持ちよく働い
　てもらうことが重要です。
　〇経営の可視化をする
　　・経営上の課題を洗い出し、経営者の頭の中にしかない情報を、見えるようにしましょう。
　〇従業員の立場に立って、自らの経営を見つめ直す
　　・「もし自分が従業員なら」という視点から経営を見つめ直すことが必要です。自分だけでは見えて
　　　いない課題が見えるよう、家族や従業員などから意見を聴くことも必要です。
　〇経営理念や目標を作る
　　・経営課題をもとに、かなえたい夢を考え経営理念を作りましょう。その上で、それを達成するため
　　　の具体的な目標を設定しましょう。

ステージ２　「働きやすい」「やりがいがある」を実感できる職場を作る
　　できることから改善に取り組み、「働きやすい」と実感できるような環境作りを進めましょう。
　〇できることから改善を積み上げる
　　・清掃や書類の整理など目に見える、できることから改善を積み上げていきましょう。
　〇自家の経営にあった就労条件を作る
　　・年間カレンダーを作り、労働時間（週単位もしくは月単位）を把握したうえで、作業内容や作業量、
　　　作業時間、作業環境等を見直すとともに、柔軟な働き方を工夫しましょう。
　　・基本的な労働・社会保険関係法令の内容を理解し、雇用契約書や就業規則、就業環境整備等を作成
　　　しましょう。
　　・女性でも活躍できる環境作りが求められており、出産や育児に関する諸制度をしっかり説明すると
　　　ともに、短時間勤務や農閑期の休職制度等の柔軟な就労体系の導入など、休みやすい環境作りに取
　　　組みましょう。
　〇データ化、情報共有、マニュアル化をする
　　・作業内容や労働時間等のデータの記録に従業員とともに取り組みましょう。
　　・従業員が役割分担を理解し、自ら考えて働けるよう、業務内容のマニュアル化を進めましょう。
　　・SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）等を活用して、経営者の考えや作業の進捗状況
　　　等、情報共有することも検討しましょう。
　〇意見を言いやすい環境や、公平な評価制度を作る
　　・経営者として従業員に対する使用者責任を自覚し、従業員が意見を言いやすい環境、意見を改善に
　　　反映する仕組みを作りましょう。また、従業員を公平に評価できる仕組みを作りましょう。

ステージ３　人材を育成し、さらに発展する
　　経営者は経営に集中できるように、組織を担う人材を計画的に育成・確保し、更に経営を発展させま
　しょう。
　〇経営発展に不可欠な人材を育成・確保する
　　・自分の経営理念や目標、事業内容などについて正確に発信・説明するとともに、採用後のミスマッ
　　　チを防ぐために、必要な人材を明確にして募集・採用を行いましょう。
　　・人材の適性や組織で担う役割に応じた育成を心掛け、将来の選択肢を提示し、従業員のモチベーシ
　　　ョンを高めましょう。
　　・生産技術的な指示だけでなく、人格や生活態度等も含めた総合的な観点からの育成を心掛けましょう。
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　　　ニュージーランド研修から学んだこと
　繁殖や草、土地について多くのことを学びました。

繁殖では人工受精と種牛をうまく使い分け、よりよい

遺伝子を受け継がせつつ、なるべくコストを抑える方

法を取り入れていました。そして発情についても誰が

見てもわかるようにシールを使用しており、発情の確

認にほとんど時間を使うことがなく、とても効率的だ

と思いました。また、私の牧場には様々な条件の土地

が混在し、湿った場所や草の成長が不安定な場所、草

が育ちにくい場所など多種多様な条件下で放牧地のロ

ーテーションを工夫する必要があり、放牧と土地や牧

草の関係性がいかに密接であり重要であるのかを実習

を通して知ることができました。

　　　　　　　　　今後の展望
　発情の見つけ方や放牧地のローテーションに対する

考え方、繁殖での最大限のコスト削減、子牛の哺乳な

どさまざまなところで日本と比べて低コストで効率的

だと感じました。ニュージーランドの方法全てが我が

家で応用できる訳ではありませんが、場合によっては

別の牧場ならうまく適応する可能性があるのではない

かと思いました。この２カ月間で得た知識は、自分だ

けではなく広くたくさんの方にも伝えることが何より

も重要であると思いました。

　　　　　　　　　 ま　と　め
　今回の実習を通して、ニュージーランドの暮らしや

文化に触れながら酪農の勉強ができ、20年間の人生の

中で最も大きな経験になったと思います。現地で実際

に体験することは、ネットで情報を集めるよりも遥か

に価値がありました。全く違う考えを持った人達とと

もに働くことは、今までの常識を改めて考え直すこと

につながりました。今まで以上に広い視野をもって実

家の牧場で仕事をすることができ、我が家のやり方に

疑問を抱いたり逆に長所を見つけたりすることができ

ました。

　最後に、今回お世話になったＮＺの農場の方々、ご

支援頂いた別海町ならびに別海町酪農後継者を育てる

会のみなさまをはじめ、ご支援ご協力いただいたすべ

ての皆様にこの場を借りて心から厚くお礼を申し上げ

ます。　
　　　　
　　　　　報告者：農業特別専攻科２年　河島　竜平

●【経営科】東北海道実績発表大会
　１月16日（木）～17日（金）に、東北海道学校農業ク
ラブ連盟実績発表大会が中標津農業高校を当番校とし
て中標津町総合文化会館「しるべっと」にて開催され
ました。　
　大会は、プロジェクト発表分野Ⅰ類からⅢ類までと、
各高校の農業クラブ活動の発表がおこなわれました。
分野Ⅰ類は生産・流通・経営に関する発表、Ⅱ類は開
発・保全・創造に関する発表、Ⅲ類はヒューマンサー
ビスに関する発表がおこな
われ、本校からはⅠ類とⅡ
類、Ⅲ類にそれぞれ１発表
ずつとクラブ発表について
合計21名が出場しました。
どの分野に出場した生徒た
ちも冬季休業中にも登校し
て、資料作成や発表練習などの準備に熱心に取り組ん
でいました。当日は十勝、釧路、オホーツクの８校よ
り生徒が参加し、残念ながら今回は各発表とも入賞を
逃しましたが、参加生徒は今回の大会をとおして、課
題解決について取り組んだ成果を発表する経験を積む
とともに、各研究や農業クラブ活動への取り組みをさ
らに深めることができた様子でした。
　
●【経営科】現在の進路状況
　今年度も卒業が近づいてきました。３年生の進路も
ほぼ全員が合格もしくは内定を得ており、今年度は、
就農を目指すものや酪農関連産業、食品関連産業、建
設関係へ進む生徒がみられます。
　近年の就職について、求人数が比較的堅調であるこ
ともあり、どの生徒も目標通りの就職を叶えることが
できています。産業教育で培った成果を十分発揮して
くれるものと思われます。
　今年も含めると酪農経営科の卒業生の就職内定率は
10期連続で100％となります。ご支援いただきました
関係者のみなさまに厚くお礼申し上げます。なお、詳
細は、次のとおりです(１月22日現在)。
　
【進学】　
北海道農業専門学校、ホクレン訓子府実証農場　他
【就職】　
道東あさひ農業協同組合、トータルハードマネージメ
ントサービス、十勝加藤牧場（乳製品製造）、高玉建
設工業株式会社、郊楽苑、（株）リガール特定施設入居
者生活介護つなぐ　他

出場した生徒達



【専攻科】ニュージーランド研修から帰国！
　令和元年９月27日～12月２日までの68日間、農業
特別専攻科学生２名がニュージーランド（ＮＺ）研修
に参加しました。以下はその報告です。
　今回の研修では、オーク
ランドから車で２時間程度
離れたマタマタのテ・ポイ
という農場に滞在しました。
　河島の実習先の農場は草
地が65haで放牧地兼採草
地として使われており、
36のパドックに分けられ
ています。始めは24日間のローテーションでしたが、
11月から一部で採草したため24のパドックで放牧し、
12月２日までの実習ですが、12月25日に15日間のロ
ーテーションに変えると言っていました。牧場は搾乳
牛205頭、育成牛45頭、
子牛38頭を飼養しており、
NZでは比較的小規模経営
の農場になります。従業員
はおらず、夫婦二人三脚で
農場を営んでいました。１
頭あたりの平均乳量はピー
クで30kgほどでした。NZでは日本と違い、乳価を乳
固形分【ミルクソリッド】の割合で算出します。ミル
クソリッドの単価は（乳脂肪kg＋乳蛋白質kg）で求
めることができ、訪問時の生産単価は4.1NZドルでし
た。日本円に計算すると52円／Ｌになります。
　牛はフリージアン種（ホルスタイン種）やキウイク
ロス（フリージアン種とジャージー種のF１）が大部
分を占めており、残りはエアシャー種が一頭いただけ
でジャージー種は飼養していませんでした。
　子牛の離乳時期は、11
月上旬で10月の下旬から
朝夕の一日２回哺乳してい
たものを朝１回に減らし、
ストレスをおさえて11月
上旬に離乳させていました。
生後２カ月を過ぎていた子
牛がいれば生後１カ月未満
の子牛もいて、子牛によって離乳時期はバラバラでし
た。
　搾乳施設は片側20頭収容のヘリンボーン式スイング
パーラーでした。繁殖については10月14日から授精

が始まり、全体で成績の良い上位約７割に対して人工
授精を行い、下位約３割の種牛には（ヘレフォード
種）を放って自然交配をし
ていました。毎朝の搾乳中
に発情の確認をし、朝の搾
乳後に人工授精師による人
工授精が行われていました。
それが１カ月続きます。
10月15日からは２つのグ
ループを１つにし、人工授精がうまくいかなかった牛
や、まだ妊娠していない牛のために種牛を放します。
それでも受精しなかった５歳以上の牛は、２月に肉用
としてハンバーガーになります。
　実習中の主な仕事は搾乳、搾乳舎の洗浄、子牛の給
餌、日中はフェンス張り、農場内の片づけ・清掃、10
月中旬からはロールを運んだり草地に化学肥料を撒い
たりモアコン作業などをし
ていました。午後は６時前
には終了し、その後は夕食、
自由時間となりました。
　私の実習した牧場では土
地条件が様々で、水はけの
悪い場所や草の生育が不安
定な場所などがありました。
その対策としてパドックのローテーションについては
生育の良くないパドックは昼に別のパドックを開放し、
生育の良いパドックは分割して採食量を調整するなど、
放牧地の管理はこんなにも工夫
が必要なんだということが分か
り、私にとっては新しい知識と
なりました。
　ニュージーランドの生活は少
し北海道に似ていると感じまし
た。食事はとてもおいしく、外
の風景も自然が豊かで草地も勾
配が急なところが多い印象を受
けました。ニュージーランドの
北島は雪がほとんど降ることが
なく１年中放牧ができるので、牛舎を必要とせず、一
面草地しかないということに驚きました。また生活の
中でも節約の考えが根付いていて、暖の取り方は基本
的に薪を燃やして部屋を暖めていました。他にもトラ
クターやその他農機具もかなり長い間使っているもの
ばかりでした。ニュージーランドの町でもよく見ると
建物に彫られている文字の内容とお店の中身が違うも
のばかりで、昔の建物を取り壊さずに、再利用してい
るのかなと思いました。

空港での出発式

発情発見用のステッカー

ロールを運んでいる様子

peatと呼ばれる土壌
に木が埋まっていて
不安定な場所

哺乳の様子

オークランドの街並み
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　ＪＡグループ北海道の連合会・中央会の活動内容
を紹介します。各団体の詳しい取り組み内容は、Ｗ
ｅｂサイトをご覧ください。

　ＪＡバンクのキャラクター「よりぞう」が、
協同組合間連携の取り組みの一環として、初め
てコープさっぽろ・ろうきんのキャラクターと
ともに、11月に札幌市内の保育園を訪問しまし
た。また、12月には、「よりぞう」と「ちょリ
ス」が、岩見沢市、滝
川市、旭川市の幼稚園
を訪問し、子供たちと
交流を深めました。
　地域の皆様に、ＪＡ
バンクをより身近に感
じてもらえるような活
動に取り組んでいま
す。

　ＪＡグループ北海道は、「令和２年産の畑作物作付に向けた10のメッセージ」と「畑作物のＧＡ
Ｐ」についてパンフレットを作成しました。10のメッセージは、①輪作体系の確立、②需要動向を
踏まえた生産、③農業諸制度の堅持の３つの観点か
ら、令和２年産の作付にあたって参考としてほしい
情報をわかりやすく伝達することを目的としていま
す。畑作物のＧＡＰについては、令和元年度は一部
生産者協力のもとプレ実施し、課題や問題点を整理
し、令和２年度より本格実施する方針としています。
詳細な内容については、今後、連合会やＪＡを通じ
てお知らせいたします。10のメッセージや畑作物Ｇ
ＡＰの具体的な内容については、ＱＲコードよりパ
ンフレットをご確認ください。

ＪＡグループ通信 ＪＡ北海道中央会

ＪＡ北海道信連

ホクレン

ＪＡ共済連北海道

ＪＡ北海道厚生連

　ＪＡ共済連北海道では、２月４日から開催され
る雪と氷の祭典「第71回さっぽろ雪まつり」の大
通り７丁目「ＨＢＣポーランド広場」におきまし
て、令和元年度　ＪＡ共済　全道小・中学生交通
安全ポスターコンクールの入賞作品64点を展示い
たします。
　ＪＡ共済連北海道は交通事故のない社会の実現
に向けて、多くの
観光客の方々にも
交通安全の大切さ
を理解していただ
き、事故の防止に
つなげていきます。
（写真は、昨年の
会場の様子）

　ホクレンは、北海道ぎょれんと〝共同制作〟
したカタログギフト「北の海と大地のギフト」
を販売しており、旬の北海道産農畜産物・水産
物ならびに、その加工品など北海道産食材の魅
力をお届けいたします。
　カタログを贈られた方が気に入った商品を好
きなタイミングで注文
できます。
　価格は1冊5,500円
（消費税込み、送料除
く）。詳しい内容は「ホ
クレングリーンネット
ショップ」のＷｅｂサ
イトで閲覧いただけます。

　組合員ならびに地域住民の皆様の生命と健康
を守るため、本会事業の積極的な啓蒙推進を図
ることを目的として、広報誌「すまいる」を発
行しております。
　紙面をリニューアルし、より読みやすくさら
に健康に役立つ医
療・健康情報を発信
しております。10月
発行分にはプレゼン
ト付きアンケートも
ございますので、是
非応募にもチャレン
ジしてみてください。
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第12回理事会報告　令和元年1月29日開催

　令和元年度台風等にかかる被災地の復旧・復興支援を目的に、12月５日（木）から12月20日（金）
まで、災害緊急支援募金口座を開設し募金を募りました。
　その結果、総額621,000円の募金が集まりましたのでご報告いたします。
　なお、お預かりさせていただいた募金は12月25日（水）にＪＡ全中指定の口座へ送金いたしました。

令和元年度台風等にかかるJAグループ支援募金について

議案第１号　　定款及び規程類の改正について
議案第２号　　（取り下げ）　
議案第３号　　一般短期貸付の貸付と貸付利率の一部
　　　　　　　減免並びに利益相反取引について　
議案第４号　　一般組合員に対するＪＡ住宅ローンの
　　　　　　　貸付について　
議案第５号　　特定組合員に対する一般長期貸付資金
　　　　　　　の貸付について　
議案第６号　　一般組合員に対する農業経営基盤強化
　　　　　　　資金（転貸）の借入と貸付について
　
協議事項１　　令和２年度畜産経営体生産性向上対策
　　　　　　　のうち畜産現場ICT化調査事業の実施
　　　　　　　について
協議事項２　　署名活動の実施について

報告事項１　　貸借対照表及び損益計算書（12月末）
　　　　　　　について
報告事項２　　組合員の動向（12月末）について
報告事項３　　員外利用状況について
報告事項４　　人事異動について

報告事項５　　融資審査会の結果について
報告事項６　　定款第57条第６項に基づく貸出金に係
　　　　　　　る理事会承認案件の処理状況について
報告事項７　　第３四半期末余裕金運用について
報告事項８　　災害対策に係る各種事業及びＪＡ災害
　　　　　　　支援対策助成事業による切替配電盤・
　　　　　　　発電機の設置及び導入の進捗状況につ
　　　　　　　いて
報告事項９　　令和２営農年度営農計画書の集計につ
　　　　　　　いて
報告事項10　　令和２営農年度資金需要について
報告事項11　　令和元営農年度末クミカン残高と清算
　　　　　　　方法について
報告事項12　　各支所女性農業者との懇談会及び青年
　　　　　　　部員との懇談会における意見集約につ
　　　　　　　いて
報告事項13　　販売事業実績（12月末）について
報告事項14　　購買事業実績（12月末）について
報告事項15　　行事予定について
報告事項16　　苦情等対応状況及び従業員の交通違反
　　　　　　　と交通事故について
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。
驚
い
て

家
族
に
聞
く
と
、
小
学
生
の
娘
が
私
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
を

し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
盗
み
見
た

パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
れ
て
ゲ
ー
ム
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、
課
金
し
た
と
い
う
。
娘
は
お

金
を
払
っ
て
い
る
と
い
う
感
覚
も
な
く
ゲ

ー
ム
を
進
め
て
い
た
よ
う
だ
。

　

最
近
は
専
用
の
ゲ
ー
ム
機
だ
け
で
は
な

く
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
な
ど
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
が
で
き
る
媒

体
が
増
え
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
接
続
し
て
ゲ
ー
ム
な
ど
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
、
ネ
ッ
ト
上
の
相
手
と
対
戦
し
た
り

点
数
を
競
い
合
っ
た
り
で
き
る
の
が
特
徴

で
す
。
ゲ
ー
ム
を
有
利
に
運
ぶ
た
め
ゲ
ー

ム
内
の
ア
イ
テ
ム
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど

を
手
に
入
れ
る
目
的
で
子
ど
も
が
保
護
者

に
内
緒
で
課
金
し
た
り
、
事
例
の
よ
う
に

課
金
に
気
付
か
な
い
ま
ま
無
料
だ
と
思
っ

て
利
用
し
て
高
額
請
求
を
受
け
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

課
金
方
法
と
し
て
は
、
親
の
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
情
報
を
勝
手
に
使
用
し
て
し
ま

う
他
、
最
近
で
は
キ
ャ
リ
ア
決
済
（
携
帯

電
話
会
社
の
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
な
ど

に
よ
る
認
証
で
商
品
な
ど
を
購
入
し
た
代

金
を
、
携
帯
電
話
料
金
と
合
算
し
て
支
払

え
る
決
済
方
法
）
を
無
断
で
利
用
し
て
し

ま
う
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
つ
い
て
、

保
護
者
や
周
囲
の
大
人
は
、
ゲ
ー
ム
の
料

金
体
系
や
決
済
方
法
な
ど
を
理
解
し
、
日

頃
か
ら
子
ど
も
と
利
用
ル
ー
ル
に
つ
い
て

よ
く
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

子
ど
も
が
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
た
と
き
は
、

１
人
で
解
決
し
よ
う
と
せ
ず
家
族
に
相
談

す
る
よ
う
事
前
に
伝
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
キ
ャ
リ
ア

決
済
の
パ
ス
ワ
ー
ド
な
ど
の
管
理
に
は
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
利
用
ご
と
に
通
知

を
も
ら
う
設
定
を
し
、
利
用
状
況
を
確
認

す
る
の
も
一
つ
の
方
法
で
す
。

　

ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
場
合
は
、
最
寄
り

の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

子
ど
も
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
ト
ラ
ブ
ル



令和2年2月10日発行
発行/JA道東あさひ
編集/営農部 営農振興課
住所/北海道野付郡別海町
　　 別海緑町116番地9
電話/（0153）75－2201（代表）
ホームページ
http://www.ja-doutouasahi.or.jp
メール/kikaku@ja-doutouasahi.or.jp

区　　分 12　　月

※当月の乳代平均は、共販経費（4.67円）控除前です。

累　　計 脂肪率 無脂固形分率 補給金単価 ＦＡＴ単価 ＳＮＦ単価 乳質単価 乳代平均
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12月 生乳生産・乳代単価情報

全　　道

前年(比)

根室管内

前年(比)

JA道東あさひ

前年(比)

西春別支所

前年(比) 

上春別支所

前年(比)

別海支所

前年(比)

根室支所

前年(比)

【全体運】旅行運に恵まれます。行くのは
　もちろんですが、計画を立てるのもお勧
　め。地域の集まりには参加して吉
【健康運】晴れた日は散歩へ。行動的なほ
　ど◎
【幸運の食べ物】キンメダイ

【全体運】やりたいこと、欲しい物が増え
　て困りそう。優先順位を付けてから行動
　開始。効率が良くなり、うまくいくはず
【健康運】気になるところがあれば早めに
　受診して
【幸運の食べ物】アンコウ

【全体運】スピード感を持って動くといい
　方向へ。特に前半は勘が働くので即決で。
　長年の希望も叶いそう。金運も順調
【健康運】外には体を温めるアイテムを携
　行して
【幸運の食べ物】黄ニラ

【全体運】上昇運。待っていると自然と状
　況が整ってきそう。スローモードで動い
　て。サプライズプレゼントの予感あり
【健康運】不調を感じたら早めに就寝。休
　息が一番
【幸運の食べ物】イチゴ

【全体運】人との触れ合いから得るものの
　多い月。社交性を発揮して。金運も好調。
　欲しかった物が手に入りそうです
【健康運】スポーツが上達しやすいとき。
　レッスンへ
【幸運の食べ物】アサツキ

【全体運】勘違いしてしまうことがある
　かも。相手を責める前に、本当のとこ
　ろを確かめて。思いやりでミスをカバー
【健康運】生活のリズムを整えて。早起
　きにツキ
【幸運の食べ物】小松菜

【全体運】華やかな装いが幸運の鍵。おし
　ゃれをして出掛けて。買い物は使い勝手
　の良い物が見つかりそう。通販も吉
【健康運】グループでする運動が◎。参加
　して
【幸運の食べ物】リンゴ

【全体運】八つ当たりしがちなので、ご用心。
　イライラしたらお茶にしましょう。気持ち
　が落ち着き、良い考えが浮かぶはず
【健康運】食べ過ぎに注意。栄養のバランス
　が大事
【幸運の食べ物】高菜

【全体運】連絡がつきやすくなります。交渉
　事は早めに。金運も好調で、うれしいいた
　だき物がありそう。懸賞応募も吉　
【健康運】筋力アップを図るのに良いとき。
　継続を
【幸運の食べ物】甘酒

【全体運】ちょっとした失言が大ごとになり
　そう。「沈黙は金」と心得、もめ事を回避
　して。味方は大勢いるので相談は早めに
【健康運】休憩を入れると元気が回復。メリ
　ハリを
【幸運の食べ物】ハクサイ

【全体運】希望が通りやすい良好運。意見
　はきちんと伝えた方が発展的です。説明
　書類を用意しておく周到さが勝因に
【健康運】ストレス発散には温かめのお風
　呂をどうぞ
【幸運の食べ物】カキ

【全体運】気持ちのすれ違いは次第に回復。
　困り事も解消に向かいます。慌てず、ゆ
　っくり進めるのが円満の秘訣（ひけつ）
【健康運】うっかりのけがに注意。ストレ
　ッチ吉
【幸運の食べ物】ミカン

牡羊座
3/21～4/19

牡牛座
4/20～5/20

双子座
5/21～6/21

蟹座
6/22～7/22

獅子座
7/23～8/22

乙女座
8/23～9/22

天秤座
9/23～10/23

蠍座
10/24～11/22

射手座
11/23～12/21

山羊座
12/22～1/19

水瓶座
1/20～2/18

魚座
2/19～3/20

編編　

集　

局　

か　

　

集　

局　

か　

ら

編　

集　

局　

か　

ら

　

今
年
は
雪
が
あ
ま
り
降
ら
ず
、

雪
か
き
の
回
数
が
少
な
く
て
良
か

っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
し
た
が
、

２
月
に
入
り
周
り
は
い
つ
も
の
雪

景
色
と
な
り
ま
し
た
。

　

都
心
で
は
新
型
肺
炎
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
発
生
し
て
お
り
、
そ
の

影
響
が
あ
ち
こ
ち
に
出
て
お
り
ま

す
。

　

予
防
を
し
よ
う
に
も
マ
ス
ク
や

消
毒
剤
は
品
薄
状
態
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
旅
行
や
出
張
で
都

心
に
行
く
際
は
あ
ら
か
じ
め
早
い

う
ち
に
購
入
を
し
て
お
く
方
が
よ

さ
そ
う
で
す
。

　

読
者
の
皆
さ
ん
も
新
型
肺
炎
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
風
邪
等
に
も

十
分
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

営
農
部　

大
橋

令和元年度10月分乳代精算より軽減税率導入にともない、総額主義が義務化されたため、総支払乳代は共販経費控除前の単価となっています。
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